
財務諸表に対する注記

1.  重要な会計方針

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

① 満期保有目的の有価証券

・償却原価法(定額法を採用している)

・ただし現在は満期保有目的の有価証券は保有していない。

② その他の有価証券

・時価のあるもの

　　時価法を採用している。

・時価のないもの

　　原価法を採用している。

(2) 固定資産の減価償却方法

① 有形固定資産

　定額法を採用している。ただし2016年度以前に取得した有形固定資産については、定率法

を採用している。

　なお、主な耐用年数は次のとおりである。

建 物 30 年～50年

建物付属設備 15 年

機 械 ( 装 置 ) 5 年～15年

什 器 備 品 3 年～10年

② 無形固定資産

　定額法を採用している。

　なお、主な耐用年数は次のとおりである。

ソフトウェア 5 年

(3) 引当金の計上基準

① 貸倒引当金

　 　未収金の貸倒の損失に備えるため、一般債権については、一定の率(6/1000)により、貸倒

懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上してい

る。

② 賞与引当金

　職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当事業年度に帰属する額を計上

している。

③ 退職給付引当金

　職員の退職給付に備えるため、当事業年度における退職給付債務に基づき、当事業年度末

において発生していると認められる額を計上している。

(4) 消費税等の会計処理

　税込方式である。
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2. 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減及びその残高は、次のとおりである。

(単位:円)

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

　土　　　　地 245,895,314 0 0 245,895,314

　建　　　　物 428,335,475 0 15,951,458 412,384,017

　建物付属設備 295,695,033 0 27,164,239 268,530,794

　有 価 証 券 1,345,740,000 112,770,000 0 1,458,510,000

　小　　計 2,315,665,822 112,770,000 43,115,697 2,385,320,125

特定資産

　退職給付引当資産 111,053,084 12,648,000 0 123,701,084

　耐震補強引当資産 185,561,834 3,000,000 27,353,498 161,208,336

　研究事業拡充資産 180,299,076 766,178 58,123,885 122,941,369

　運営事業費引当資産 5,122,091,585 116,808,660 102,716,929 5,136,183,316

小　　計 5,599,005,579 133,222,838 188,194,312 5,544,034,105

合　　計 7,914,671,401 245,992,838 231,310,009 7,929,354,230

3.

基本財産及び特定資産等の内訳は、次のとおりである。

(単位:円)

科　　目 当期末残高
(うち指定正味財
産からの充当額)

(うち一般正味財
産からの充当額)

(うち負債に対応する額）

基本財産

　土　　　　地 245,895,314 ( 0) ( 245,895,314) ( 0)

　建　　　　物 412,384,017 ( 0) ( 412,384,017) ( 0)

　建物付属設備 268,530,794 ( 0) ( 268,530,794) ( 0)

　有 価 証 券 1,458,510,000 ( 0) ( 1,458,510,000) ( 0)

　小　　計 2,385,320,125 ( 0) ( 2,385,320,125) ( 0)

特定資産

　退職給付引当資産 123,701,084 ( 0) ( 0) ( 123,701,084)

　耐震補強引当資産 161,208,336 ( 0) ( 161,208,336) ( 0)

　研究事業拡充資産 122,941,369 ( 0) ( 122,941,369) ( 0)

　運営事業費引当資産 5,136,183,316 ( 0) ( 5,136,183,316) ( 0)

小　　計 5,544,034,105 ( 0) ( 5,420,333,021) ( 123,701,084)

合　　計 7,929,354,230 ( 0) ( 7,805,653,146) ( 123,701,084)

4.

(直接法により減価償却を行っている場合）

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

(単位:円)

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

502,610,604 90,226,587 412,384,017

405,436,382 136,905,588 268,530,794

908,046,986 227,132,175 680,914,811

1,287,972,278 1,015,956,640 272,015,638

94,520,612 68,952,423 25,568,189

4,997,260 4,029,455 967,805

1,387,490,150 1,088,938,518 298,551,632

2,295,537,136 1,316,070,693 979,466,443

小計（基本財産）

基本財産及び特定資産の財源等の内訳

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

科　　目

建物

建物付属設備

機械器具

什器備品

ソフトウェア

小計（その他固定資産）

　合　　計
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5. 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は次のとおりである。

(単位:円)

交付者
前期末
残高

当期
増加額

当期
減少額

当期末
残高

補助金

　
令和4年度中小企業経営支援等対策
費補助金

経済産業省 - 4,822,380 4,822,380 -

- 4,822,380 4,822,380 -

6. その他

金融商品の状況

① 金融商品に対する取組方針

ブ取引を組み込んだ複合金融商品により資産運用する。

る。なお、投機目的のデリバティブ取引は行わない方針である。

② 金融商品の内容及びそのリスク

信用リスク、市場リスクにさらされている。

③ 金融商品のリスクにかかる管理体制

ⅰ財務基盤調査検討委員会規程及び資産運用管理委員会規程に基づく取引

ⅱ信用リスクの管理

　査検討委員会に報告している。

ⅲ市場リスクの管理

　　投資信託については、関連する市場の動向を把握し、運用状況を定期的に財務基盤調査検

　当法人が利用するデリバティブ取引は、デリバティブを組み込んだ複合商品(仕組債)のみであ

補助金等の名称
貸借対照表上
の記載区分

-

合　計

　当法人は、法人運営の財源の大部分を運用益によって賄うため、債券、投資信託、デリバティ

　討委員会に報告している。

　投資有価証券は、債券、投資信託、デリバティブを組み込んだ債券(仕組債)であり、発行体の

　　当法人では、常任理事会の下に設置されている財務基盤調査検討委員会において、当法人の

　財務状況の調査検討を行い中長期の資産運用方針を定めると共に、同じく常任理事会の下に設

　置されている資産運用管理委員会において、前述の運用方針を達成するための投資有価証券の

　購入条件等を決定している。

　　債券及び仕組債については、発行体の信用情報や時価の状況を定期的に把握し財務基盤調
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目的使用 その他

貸倒引当金 34,120 5,583 0 34,120 5,583

賞与引当金 9,171,290 9,804,088 9,171,290 0 9,804,088

退職給付引当金 121,212,800 6,237,900 0 0 127,450,700

(注)貸倒引当金の「当期減少額(その他)」は洗替えによる戻入額である。

附属明細書

１. 基本財産及び特定資産の明細

　　　財務諸表に対する注記３に記載のとおりである。

２. 引当金の明細

(単位：円)

科目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
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